
先日、３年生でドローン体験を行いました。

講師の先生からドローンの操作方法を教わ

り、実際にドローンを操縦させていただきま

した。また、操縦体験の後は体育館でドロー

ンを活用してどんなことができるかというこ

とについてお話をいただきました。

ドローンの活用はいろいろな分野で広がっ

ています。農業では講師先生からのお話にも

あったように、年々農業を営む人口が減少し

ており、なおかつ高齢化も進んでいます。今

以上に農家の人の一人あたりの労働負担が多

くなることが心配されています。そのため、

ドローンなどの新しい技術を取り入れること

で労働負担を軽減する取組が始まっていま

す。ドローンを使った農薬散布などはよく知

られています。その他にも、ドローンは災害

救助や鉄道や道路の点検などにもその活用が

期待されています。しかし、その一方で、悲

しいことですが、ドローンは爆弾を搭載し戦

争にも使われます。みなさんもニュースで見

たことがあると思います。このように、本来

は生活を便利に豊かにするものが、望まない

形で使われ、多くの人を悲しませることもあ

ります。

ドローンに限らず科学技術は目まぐるしく

進化を続けています。そして、科学技術の多

くは、そのことについてしっかり勉強して資

格や免許などを取らなくては扱うことはでき

ません。誰でも扱うことができるものではな

いということです。しかし、その科学技術を

取り入れることで、生活が便利になったり、

豊かになったりすることから、広く普及し誰

にでも扱うことのできる製品もあります。ス

マホやSNSはその代表的なものです。スマホ

やSNSを使っているみなさんも多いかと思い

ますが、これだけはしっかりと心に留めてお

いてください。それは「いかに素晴らしい道

具や技術であっても、それを使うのは私たち

人間だということ。使い方を間違えれば、そ

れは人を傷つける凶器になってしまうという

こと」です。それからもうひとつ、「良いこ

とと悪いことを判断し、良いことを行おうと

する心（悪いことは行わないという心）をし

っかり持てているかどうか」ということです。

この２つのことが分からないので

あれば、スマホやSNSは使うべき

ではありません。この２つが使う

ための最低限の資格であると思っ

ているからです。

何のためにみなさんはスマホを

買ってもらっているのでしょう

か。何のためにSNSを使うことを

おうちの人から許されているので

しょうか。本来の目的を忘れては

いけません。
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